
6/1４（水）プール開きを行いました！ 

 蒲西小では、１～６年までみんなで分担してプール掃除を行います。『働かざる者 泳ぐべからず！』

で、今年度も分担の区域を、それぞれ一生懸命に掃除しました。おかげで、きれいになったプールで、

気持ちよくプール開きができました。当日は、途中で小雨の降る少し肌寒い天候でしたが、子どもたち

はルールを守って元気いっぱいに泳いでいました。今週前半は梅雨の中休み、気持ちよく泳げそうです。 

でも、熱中症には十分注意！暑さ指数（WBGT）が 31℃以上では「危険」のため、水泳は中止しま

す。また、暑さ指数（WBGT）が 28℃以上は「厳重警戒」のため、外での活動を見合わせます。 
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蒲郡西部小学校 校長室だより 

校 長 星 野 佳 子 

第 10(132)号  令和5年 ６月20日 

学校も地域も熱い夏！！ 

 

hijirikko 

キレイになって水を入れ、準備完了！プールもうれしそうです！ 

今年度も、プールの横の若宮神社に見守られて・・・ 

水泳学習が、楽しく安全にできますように・・・ お願いします。 

１・２年生    初めは、水に慣れるところから。 

バシャバシャバシャ 気持ちいい～！ 早く入りたいな！ 

３・４年生 

プール 

大好き！ 

笑顔が 

いいね！ 

 
５・６年生  余裕でピース！ 

たくさん泳いで上手くなろう！ 



 
 

 
 
 
 
 

6/4（日）中部地区 自主防災会リーダー研修  

 市役所危機管理課の主催で、総代さん等地域の自主防災を担う方々が 

集まりました。講話では、自主防災活動の必要性、住民の自助意識を高 

め災害への備えをすることの大切さ、住民主体の避難所運営等を学び、 

実技では、実際にパーテーションやベッドなどの組み立てを行いました。 

地域で取り組む 舞台劇『鵜殿氏 落日の彼方に』  

・日時：令和５年８月２６日（土） １３時開場 １４時開演 （約１時間１５分） 

・場所：蒲郡市民会館 中ホール  

・入場無料（要入場整理券） 

 

 

 

 

 

 

■6/3(土)出演者打合せ会（西部公民館にて） 
 出演者の初顔合わせ。中部中生が、熱心に参加する 

姿をとても頼もしく感じました。舞台劇の構成や内容 

について、演技指導の方のお話を聞いたり、役割を決 

めたりしました。場面ごとに相談し合ってスムーズに 

進んでいました。 

■6/11(日)舞台劇成功祈願の会（正行院にて） 

 鵜殿一族の御霊に黙祷を捧げた後、舞台劇成功祈願として、出 

演者の代表が「私たちの劇作り宣言」を行いました。この様子は 

蒲郡新聞（6.14）にも取り上げられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■6/17(土)いよいよ練習開始！（中部中にて） 

 夏の大会で忙しい中、多くの出演者が集まり、初めて台本の読み 

合わせをしました。『とにかく楽しく！』を合い言葉に、頑張ってい 

きます。練習は、リハーサルを含め全部で７回です。 

◆蒲西小の水泳学習は、6/14～7/20です。※7/12は、４～６年生の着衣泳体験。 

◆夏休みのプール開放は、登下校の健康安全等に配慮して実施しません。 

◆熱中症予防のためにも、体調などに心配がなければマスクを外しましょう。登下校では、必要に

応じて首に巻く冷感タオルを使用してもかまいません。自分で管理できるように必ず記名を。 

◆教室は、エアコン使用で快適に学習できています。理科室・音楽室・会議室もエアコン設置済。 

本公演は、蒲郡市「令和５年度地域文化財総合活用推進事業（文化庁助成事業）の一環として、神ノ

郷町（西部公民館）、蒲郡西部小学校、中部中学校、蒲郡市観光協会及び関係各位のご支援ご協力

をいただき実現するものであります。 

 とりわけ、本公演を直接支えてくださる出演者の皆様を、まちづくりの推進者として地域のあゆみに位置

づけるものです。                                      【令和５年５月 舞台劇実行委員会】 

 

ここ、鵜殿氏ゆかりの久古山正行院の慰霊碑の前に立ち、心静

かに合掌すると、無念の最後をとげた鵜殿長照公を始めとし、私た

ちご先祖の息づかいを感じることができます。 

私たちは、ここで感じ取った息づかいを具体的な姿として再現す

るために、舞台劇「鵜殿氏 落日の彼方に」の上演に挑戦します。 

苦難の歴史をたどった先人からのメッセージを掘り起こし、それら

を「希望のバトン」として育てていくために、舞台劇公演成功に向け

ての願いを、ここに宣言し、奉納いたします。 

★公演当日だけの受付や裏方のスタッフも大募集！大人も子どもも希望者は、ぜひ教頭先生までご連絡ください。 


